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概 要
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本学放射線技術科学生の臨床実習における個人被曝管理を，熱蛍光線砿計 (TLD)を使用して行っている。

I) 
その集計処理のためのプログラムを開発し先に報告した。

今回，一年間の運用経験をもとに，被暖管理プログラムに検索・修正・削除する機能を新しく付け加えた

ので，その詳細について報告する。

はじめに

一度作成されたプログラムは，運用中に多少の変更や修正を必要とするものである。臨床実

習被曝管理プログラムもその例外ではなく ，多少の修正やデパッグを行って現在に及んでいる。

そして，予てよりその必要性を感じていた，ディスクに格納された学生の被曝記録を検索 ・

修正・ 削除する機能を付け加え，臨床実習被曝管理プログラムをより完全なものとした。

1. プログラムの構成

前回，学籍番号・氏名などを登録する (KOJIN),TLD測定値を登録する (SOKUTEI)，被曝
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線量測定報告書を作成する (INSATSU)， 及び，これらのプログラム を管理する (HIBAKU)

の各プ ログラムについて， 報告をした。

今回，ディスクに登録済の各学生個人記録について， 検索 ・修正・削除を行う (KENSAKU)

プログラム（以下，本プログラム）を作成したので，報告する。

図 1に，本プ ログラムの概略の構成を示し，以下， 各部分について述べる。
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図 l プログラムの構成

2 個人データの検索
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本ブロックは，キーワ ードにより，学生個人記録を図 2のように CRT画面に表示するもの
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で， 3つの部分で構成されている。すなわち，学籍番号による検索，氏名による検索，及び，

その前段階として班番号を入力し班を構成する学生の氏名と学籍番号の表示を行う部分である。

本プログラムは，主記憶内に学籍番号と，各学生の個人記録が格納されているランダムアク

セスファイルのレコード番号の対応表を作成する。したがって，学籍番号による検索は，氏名

による検索よりも効率がよい。一方，氏名による検索では，ディスク内の各学生の個人記録を

アクセスしながらの処理なので，前者より効率が悪い。

以上よ り，この検索処理は学籍番号により行うのが最適な方法であるが，氏名と学籍番号の

対応がわかれば，検索をすべて学籍番号で行うこともできる。その点を考慮して補助的な機能

として，班番号の入力により班を構成する学生の学籍番号と氏名を表示するようにした。

3 個人データの修正

被曝管理プログラムでは，データの入力時の間違いを極力なくすように十分な配慮をした。

しかし，ファイルに登録後，データの修正や訂正を行う必要が発生した場合を考慮して，本プ

ロックを作成した。

対象となる学生個人記録の修正を行うには，まず，学籍番号を入力して図2の形式で表示し

た後，学籍番号，班番号，氏名，性別，生年月日，各部門の登録線星について修正を行う。
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図3 個人記録出力結果
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(B) 削除処理後
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図4 班別出力結果
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合計線量と平均線量は，各部門の登録線星が修正されると，それに伴い計算を行い正しい値

を表示する。

4. 個人データの削除

留年や退学等で班員に変更がある場合，この削除機能がないと，班別の出力結果に不都合が

生じる。すなわち，実習途中で班員が変動した場合，その後の班別出力結果に，図4(A)の太

枠部分の合計線量及び平均線量に間違いが発生するので，図4(B)のように該当学生を削除す

るようにしている。しかし，この学生に関する途中までの記録は保存しておく必要があると考

える。

以上の点を考慮して，本ブロックでは留年や退学をした学生について図2の表示で確認した

後，班番号に 10を加算した架空の班番号をファイルに登録しなおして班別の出力結果での不

都合をなくし，学籍番号や氏名により図 3のように個人記録の出力ができるようにしている。

5.結論

(KENSAKU)プログラムの追加により，臨床実習被曝管理プログラムは，一応の完成をみ

た。そして，一年間の運用により細部を除き，支障なく使用できることが実証できた。しかし，

本プログラムに関してプログラムの効率という点で，まだいくつかの問題点を残している。

すなわち，学籍番号だけでなく氏名とレコード番号の対表を主記憶内に作成し，それに伴い，

一般によく知られた各種検索アルゴリズムを使用し，検索処理の高速化を ，図ること。
2)3)4) 

部門名・実習期間 ・学生数は，一度ファイル内に作成すると，本プ ログラムでは修正できな

いので，その修正を可能にすること。

班員に変動がある場合，班別出力結果にその旨を表示した上で，該当学生を削除せずに，正

しい合計線量，平均線星を算出できるようにすること。

そして，臨床実習被曝管理プログラム全体としては，本プログラムの24Kパイトを含めて，

約lOOKパイトのプログラムサイズとなり， 主記憶の25Kパイトのユーザエリアをはるかに越

えており，プログラムの簡素化を図る必要があること。
5)6)7) 

以上の点について，測定データのグラフ化などの機能の付加とともに，今後検討して行く予

定である。
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